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所
員
活
動
一
覧
︵
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
日
～
二
〇
一
四
年
三
月
三
一
日
︶

荒
木
　
浩

●
著
書

『
高
等
学
校
　
古
典
Ｂ
　
古
文
編
』（
伊
井
春
樹
他
と
共
著
）
第
一
学
習
社
　
二
〇
一
四
年
二
月
　
二
五
六
頁

『
高
等
学
校
　
標
準
古
典
Ｂ
』（
伊
井
春
樹
他
と
共
著
）
第
一
学
習
社
　
二
〇
一
四
年
二
月
　
三
〇
四
頁

『
高
等
学
校
　
標
準
古
典
Ａ
　
物
語
選
』（
伊
井
春
樹
他
と
共
著
）
第
一
学
習
社
　
二
〇
一
四
年
二
月
　
二
〇
八
頁

『
か
く
し
て
「
源
氏
物
語
」
が
誕
生
す
る
　
物
語
が
流
動
す
る
現
場
に
ど
う
立
ち
会
う
か
』
笠
間
書
院
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
四
〇
五
頁

●
論
文

「
東
ア
ジ
ア
に
立
つ
日
本
古
典
文
学
研
究
―
イ
ン
ド
と
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
場
と
視
点
か
ら
―
」『
第
４
回
東
ア
ジ
ア
日
本
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
研

究
の
国
際
協
力
と
連
携
』（
二
〇
一
三
年
一
二
月
七
日
〜
八
日
、
釜
山
海
雲
台
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
主
催
：
韓
国
日
本
学
会
、
国
際
交
流
基
金
、
後
援
：
秀
林
文
化
財

団
）　
三
三
〜
三
五
頁

「
四
方
四
季
と
三
時
殿
―
日
本
古
典
文
学
の
庭
と
景
観
を
め
ぐ
っ
て
―
」
白
幡
洋
三
郎
編
『「
作
庭
記
」
と
日
本
の
庭
園
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
二
一
三
〜

二
三
五
頁

「
ス
パ
イ
ラ
ル
な
ク
ロ
ニ
ク
ル

―
説
話
文
学
研
究
と
一
九
五
〇
年
代
の
視
覚
文
化
」
劉
建
輝
・
佐
野
真
由
子
編
『「
日
本
研
究
」
再
考

―
北
欧
の
実
践
か
ら
―
北
欧
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
二
―
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
一
一
九
〜
一
二
九
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
も
っ
と
知
り
た
い
！
（
２
）　
政
治
と
文
学
が
濃
密
に
絡
み
合
っ
た
院
政
期
」『
週
刊
　
新
発
見
！
日
本
の
歴
史
』
一
七
号
　
朝
日
新
聞
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　

二
六
〜
二
七
頁

「
特
集
　
夢
か
、
う
つ
つ
か
　『
夢
を
み
る
／
夢
を
か
く
』」『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』
二
〇
一
四
年
三
月
号
　
国
立
民
族
学
博
物
館
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
二
〜
三
頁

『
知
ら
ね
ば
　
平
成
二
六
年
度
前
学
期
総
研
大
生
セ
ミ
ナ
ー
　
研
究
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
』
総
合
研
究
大
学
院
大
学
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
一
〇
〜
一
三
頁
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「
総
研
大
の
広
報
活
動
―
世
界
戦
略
と
し
て
の
学
生
リ
ク
ル
ー
ト
」『
日
文
研
』
五
二
号
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
六
一
〜
六
三
頁

磯
前
順
一

●
著
書

『
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
　
世
界
は
ボ
ク
ら
を
待
っ
て
い
た
』
集
英
社
新
書
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
　
二
八
六
頁

『
종
교
와 

식
민
지 

근
대
―
한
국
종
교
의 

내
면
화 

정
치
화
는 

어
떻
게 

진
행
되
었
나
』
책
과 

함
께
　2013

년 

﹇『
宗
教
と
植
民
地
近
代

―
韓
国
宗
教
の
内
面
化
、
政
治
化

は
ど
の
よ
う
に
進
行
さ
れ
た
か
』
本
と
と
も
に
社
﹈

●
論
文

「
祀
ら
れ
ざ
る
神
の
行
方
―
神
話
化
す
る
現
代
日
本
」『
現
代
思
想
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
増
刊
号
　
青
土
社

「
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
と
ル
ー
・
リ
ー
ド

―
日
本
ロ
ッ
ク
史
の
盲
点
」『K

A
W

A
D

E

夢
ム
ッ
ク
　
ル
ー
・
リ
ー
ド
』
河
出
書
房
新
社
　
二
〇
一
四
年
一
月

「
無
垢
な
る
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
―
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
と
戦
後
日
本
の
平
和
主
義
の
行
方
」『「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
読
む
』
河
出
書
房
新
社
　
二
〇
一
四
年
二
月
　
一
八
〇

〜
一
九
一
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
　
四
四
年
後
の
音
―
自
分
の
生
き
様
を
表
現
」『
中
外
日
報
』　
二
〇
一
四
年
一
月
二
三
日

「
ぶ
ん
か
の
ミ
カ
タ
　
改
め
て
、
恋
愛
（
上
）　
終
わ
り
な
き
旅
が
『
出
会
い
』
生
む
」『
毎
日
新
聞
』（
大
阪
版
・
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
二
月
二
〇
日

伊
東
貴
之

●
著
書

苅
部
直
・
片
岡
龍
編
（
郭
連
友
・
李
斌
瑛
等
訳
）『
日
本
思
想
史
入
門
』（
共
著
）
北
京
・
外
語
教
学
与
研
究
出
版
社
　
二
〇
一
三
年
二
月
　
三
四
六
頁

●
論
文

「
伝
統
中
国
を
ど
う
捉
え
る
か
？

―
研
究
史
上
の
ポ
レ
ミ
ッ
ク
に
見
る
儒
教
の
影
」『
現
代
思
想
』
二
〇
一
四
年
三
月
号
﹇
特
集
：
い
ま
な
ぜ
儒
教
か
﹈vol. 

四
二
―
四
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青
土
社
　
一
五
四
〜
一
六
六
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
項
目
執
筆
『
王
夫
之
』『
王
鳴
盛
』『
顔
元
』『
顧
炎
武
』『
費
密
』『
熊
伯
竜
』『
李
塨
』『
呂
留
良
』」
岩
波
書
店
辞
典
編
集
部
編
『
岩
波
　
世
界
人
名
大
辞
典
』
岩
波
書

店
　
二
〇
一
三
年
一
二
月

「
街
場
の
「
中
国
」
論
も
花
盛
り
！

―
異
質
で
不
可
解
な
隣
人
と
如
何
に
向
き
合
う
か
、
と
い
う
姿
勢
こ
そ
」﹇
二
〇
一
三
年
／
中
国
文
学
・
文
化
：
年
末
回
顧
﹈『
図

書
新
聞
』
第
三
一
三
九
号
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
一
日
号

「
項
目
執
筆
『
朱
子
学
与
陽
明
学
』『
専
欄
：
中
国
情
趣
与
中
国
学
』『
思
想
家
群
像
：
島
田
虔
次
』」
苅
部
直
・
片
岡
龍
編
（
郭
連
友
・
李
斌
瑛
等
訳
）『
日
本
思
想
史
入

門
』
北
京
・
外
語
教
学
与
研
究
出
版
社
　
二
〇
一
三
年
二
月

「
平
成
二
四
年
度
釋
奠
記
念
講
演
　
現
代
中
国
に
お
け
る
儒
教
の
復
興
と
そ
の
意
義
」
史
跡
足
利
学
校
研
究
紀
要
「
學
校
」
第
一
二
号
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
一
八
七
〜

二
〇
七
頁

「
書
評
　
井
上
進
著
『
明
清
学
術
変
遷
史

―
出
版
と
伝
統
学
術
の
臨
界
点

―
』」『
東
洋
史
研
究
』（
東
洋
史
研
究
会
）
第
七
二
巻
第
四
号
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
七
一

〜
八
五
頁

稲
賀
繁
美

●
著
書

『
絵
画
の
臨
界
―
近
代
東
ア
ジ
ア
美
術
史
の
桎
梏
と
命
運
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
二
〇
一
四
年
一
月
　
七
八
八
頁

Vocabulaire de la spatialité japonaise, P
hilippe B

onnin, N
ishida M

asatsugu et Inaga Shigem
i eds., C

N
R

S É
ditions, Jan. 2014, pp. 605.

●
論
文

「
西
欧
モ
デ
ル
ニ
テ
に
対
峙
す
る
日
本
の
伝
統
工
藝
：
ア
ン
リ
・
フ
ォ
シ
ヨ
ン
の
両
大
戦
間
期
の
考
察
を
導
き
に
」
三
浦
篤
編
『
往
還
の
軌
跡
：
日
仏
芸
術
交
流
の

一
五
〇
年
』
二
四
一
〜
二
六
五
頁
、“A

rts et m
étiers traditionnels au Japon face à la M

odernité occidentale (1850–1900): A
 l ’écoute d ’H

enri Focillon ? 

quelques observations prélim
inaires, ” Trajectoires d’allers-retours: 150 ans d’échanges artistiques franco-japonais, pp. 122–134

　
三
元
社
　
二
〇
一
三
年
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一
一
月

「『
日
本
美
』
か
ら
『
東
洋
美
』
へ
？

―
継
承
と
再
編
の
軌
跡
」
苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
・
末
木
文
美
士
編
『
岩
波
講
座
　
日
本
の
思
想
　
第
七
巻
　
儀
礼
と
創

造

―
美
と
芸
術
の
原
初

―
』
岩
波
書
店
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
二
六
七
〜
二
九
一
頁

「
思
想
の
言
葉
：『
道
ハ
沖
ナ
リ
』

―
器
と
亀
裂
（
ギ
ャ
ッ
プ
）
に
つ
い
て
の
断
章
」『
思
想
』
二
〇
一
四
年
第
一
号
　N

o. 1077

　
岩
波
書
店
　
二
〇
一
四
年
一
月
　

二
〜
五
頁

「
遺
伝
子
情
報
の
繭
に
包
ま
れ
た
蛹
は
な
に
を
考
え
る
か
？

―
工
藤
哲
巳
没
後
二
五
年
回
顧
展
に
寄
せ
て
」『
あ
い
だ
』
二
一
〇
号
（
連
載
第
九
九
回
）　
二
〇
一
四
年

一
月
　
三
五
〜
四
二
頁

「
交
易
の
海
賊
史
観
に
む
け
て
：
美
術
品
交
易
を
中
心
に
し
て
」
徐
興
慶
編
『
日
本
学
研
究
叢
書
八
　
近
代
東
ア
ジ
ア
の
ア
ポ
リ
ア
』
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
　

二
〇
一
四
年
一
月
　
一
二
三
〜
一
五
二
頁

「
市
場
価
値
形
成
の
一
齣
：
モ
ダ
ニ
ス
ト
美
学
の
起
源
と
市
場
調
査
の
昇
華
：
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
売
り
立
て
に
お
け
る
市
場
戦
略
」
永
井
隆
則
編
『
探
求
と
方
法
：

フ
ラ
ン
ス
近
現
代
美
術
史
を
解
剖
す
る
：
文
献
学
、
美
術
館
行
政
か
ら
精
神
分
析
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
以
降
へ
』
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
一
三
九
〜
一
六
二
頁

「
一
二
支
神
　
午

―
馬
イ
メ
ー
ジ
の
日
本
的
変
貌
」『
あ
い
だ
』
二
一
一
号
（
連
載
第
一
〇
〇
回
）　
二
〇
一
四
年
三
月
　
三
一
〜
三
六
頁

「『
敗
戦
後
』
と
『
近
代
以
降
』
の
あ
い
だ
：
晩
期
前
衛
時
代
の
日
本
美
術
を
鳥
瞰
す
る
歴
史
史
料
の
英
訳
選
集
を
吟
味
す
る

―From
 Postw

ar to Postm
odern: A

rt in 

Japan 1945–1989

書
評
」『
表
象
』
〇
八
　
月
曜
社
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
二
三
四
〜
二
三
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
美
術
館
と
記
憶
の
磁
場
『
交
差
す
る
表
現
―
工
芸
／
デ
ザ
イ
ン
／
総
合
芸
術
　C

ross-Sections 
1963–2013

』
展
に
よ
せ
て
」
京
都
国
立
近
代
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
『
視

る
』
四
六
五
号
　
二
〇
一
三
年
二
〇
月
　
五
〜
八
頁

「
日
本
文
化
の
海
外
交
信
前
線
基
地
　
パ
リ
の
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店

―
書
店
の
現
在
を
考
え
る
（
４
）」『
図
書
新
聞
』
第
三
一
三
一
号
（
連
載
一
三
九
）　
二
〇
一
三
年

一
〇
月

「
書
評
　
遠
田
勝
著
『〈
転
生
す
る
〉
物
語
―
小
泉
八
雲
「
怪
談
」
の
世
界
―
』（
新
曜
社
、
二
〇
一
一
年
）」『
比
較
文
学
研
究
』
第
九
八
号
　
東
大
比
較
文
学
会
　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
一
五
〇
〜
一
五
五
頁
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「
第
一
三
回
国
際
神
道
研
究
会
『
西
洋
作
家
の
神
道
観
―
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
求
め
て
―
」『
神
園
』
第
一
〇
号
　
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所
　

二
〇
一
三
年
一
一
月
　
二
九
〜
三
六
頁

「
知
的
偽
善
へ
の
対
抗
の
た
め
に

―
『
世
界
美
術
史
』
構
想
と
そ
の
陥
穽
（
１
）」『
図
書
新
聞
』
第
三
一
四
八
号
（
連
載
一
四
〇
）　
二
〇
一
四
年
三
月

「
ア
ム
リ
タ
・
シ
ェ
ル
ギ
ル
と
そ
の
『
姉
妹
』
た
ち

―
『
全
球
的
世
界
美
術
史
』
構
想
と
そ
の
陥
穽
（
２
）」『
図
書
新
聞
』
第
三
一
四
九
号
（
連
載
一
四
一
）　

二
〇
一
四
年
三
月

「
透
視
図
法
的m

aster 
narrative

の
彼
方
へ

―
『
全
球
的
世
界
美
術
史
』
構
想
と
そ
の
陥
穽
（
３
）」『
図
書
新
聞
』
第
三
一
五
〇
号
（
連
載
一
四
二
）　
二
〇
一
四
年

三
月

「
譬
話
の
伝
授
（
知
性
の
世
代
相
続
の
た
め
に
）」
藤
原
書
店
編
集
部
編
『
内
田
義
彦
の
世
界1913–1989

　
生
命
・
芸
術
そ
し
て
学
問
』
藤
原
書
店
　
二
〇
一
四
年
三
月
　

七
六
〜
七
八
頁

「
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
所
と
大
学
シ
ス
テ
ム
」『
日
文
研
』
五
二
号
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
四
九
〜
五
二
頁

井
上
章
一

●
著
書

『
日
本
人
と
キ
リ
ス
ト
教
』
角
川
学
芸
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
思
春
期
の
性
に
た
ち
む
か
う
子
供
た
ち
」『
青
少
年
問
題
』
第
六
五
二
号
（
第
六
〇
巻
秋
季
号
）　
二
〇
一
三
年
一
〇
月

「
書
評
　
大
津
雄
一
著
『「
平
家
物
語
」
の
再
誕
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
日

「
書
評
　
下
川
耿
史
著
『
混
浴
と
日
本
史
』（
筑
摩
書
房
）」『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
八
日
号

「
書
評
　
秋
山
敏
郎
著
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
封
印
《
タ
ヴ
ォ
ラ
・
ド
ー
リ
ア
》
の
五
〇
〇
年
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
三
日

「
書
評
　
渡
辺
裕
著
『
サ
ウ
ン
ド
と
メ
デ
ィ
ア
の
文
化
資
源
学
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
三
日

「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
日
本
の
美
学
『
陰
翳
礼
讃
』」（
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
・
面
出
薫
・
た
つ
み
都
志
と
）『
武
庫
川
女
子
大
学
生
活
美
学
研
究
所
秋
季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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ム
記
録
集
』　
二
〇
一
三
年
一
一
月

「
東
南
ア
ジ
ア
の
民
族
建
築
か
ら
、
日
本
列
島
の
建
築
史
を
読
み
な
お
す
」『
第
二
〇
回
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
紀
要
「
日
越
交
流
に
お
け
る
歴
史
、
社
会
、
文
化
の
諸
課

題
」』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
三
日
〜
一
四
日

「
書
評
『
図
説
　
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
　「
ハ
イ
ジ
」
で
よ
み
と
く
一
九
世
紀
ス
イ
ス
』　
ち
ば
か
お
り
・
川
島
隆
／
河
出
書
房
新
社
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
三
年

一
一
月
八
・
一
五
日
号

「
講
演
　
美
人
の
運
命
を
、
古
典
に
見
る
」『
京
都
語
文
』
二
〇
号
　
佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
　
四
六
〜
五
六
頁

「
現
代
の
建
築
家
・
一
六
　
菊
竹
清
訓
―
ス
カ
イ
ハ
ウ
ス
は
、
こ
う
読
め
る
」『G

A
 JA

PA
N

』125

　
二
〇
一
三
年
一
一
月

「
書
評
　
磯
田
道
史
著
『
歴
史
の
読
み
解
き
方
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
一
二
月
四
日

「
書
評
　
戸
田
学
著
『
上
岡
龍
太
郎
　
話
芸
一
代
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
五
日

「
回
顧
二
〇
一
三
　
私
の
三
冊
」『
日
本
経
済
新
聞
』　
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
九
日

「
東
方
の
文
化
と
風
俗
に
驚
く
八
冊
」『N

A
R

A
SIA

 Q
』Vol. 6

　
奈
良
県
　
二
〇
一
四
年
一
月
　
二
四
〜
二
六
頁

「
年
末
年
始
は
こ
れ
を
読
め
　
音
楽
が
は
ぐ
く
ま
れ
る
背
景
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
四
年
一
月
一
〇
日
号

「
第
一
七
回
司
馬
遼
太
郎
賞
選
評
」『
遼
』
五
〇
号
　
司
馬
遼
太
郎
記
念
館
　
二
〇
一
四
年
一
月

「
書
評
　
鶴
見
太
郎
著
『
座
談
の
思
想
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
一
月
二
二
日

「
書
評
『
花
森
安
治
伝
　
日
本
の
暮
し
を
か
え
た
男
』
津
野
海
太
郎
／
新
潮
社
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
四
年
一
月
二
四
日
号

「
特
別
座
談
会
　
中
村
彰
彦
×
氏
家
幹
人
×
井
上
章
一
　
日
本
が
誇
る
『
性
の
偉
人
』
た
ち
」『
週
刊
現
代
』
二
〇
一
二
年
一
月
二
五
日
／
二
月
一
日
合
併
号

「
現
代
の
建
築
家
・
一
七
　
黒
川
紀
章
―
言
葉
か
建
築
か
」『G

A
 JA

PA
N

』126
　
二
〇
一
四
年
一
月

「
書
評
　
小
野
幸
惠
著
『
焼
け
跡
の
「
白
鳥
の
湖
」』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
二
月
一
二
日

「
周
り
の
お
せ
っ
か
い
消
え
た
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
四
年
二
月
一
四
日

「
名
望
家
の
つ
と
め
」（
再
録
）
京
都
新
聞
社
編
『
日
本
人
の
忘
れ
も
の
　
京
都
、
こ
こ
ろ
　
こ
こ
に
　
第
二
部
』
二
〇
一
四
年
二
月

「
エ
ロ
ス
と
交
易
　
長
崎
貿
易
を
支
え
た
遊
女
の
コ
ス
プ
レ
」『
週
刊
　
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
二
〇
一
四
年
二
月
二
五
日
特
大
号
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「
同
級
生
交
歓
」『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
四
年
三
月
特
別
号

「
書
評
　
呉
座
勇
一
著
『
戦
争
の
日
本
中
世
史
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
三
月
五
日

「
市
井
の
好
奇
心
に
こ
そ
光
」（
再
録
）『
関
西
よ
み
う
り
懇
話
会
』
二
〇
一
四
年
三
月
二
〇
日

「
京
が
た
り
：
日
本
再
発
見
　
井
上
章
一
さ
ん
の
中
華
思
想
　
洛
中
に
ば
か
に
さ
れ
た
若
き
日
」『
毎
日
新
聞
』（
東
京
本
社
版
・
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
三
月
一
九
日

「
書
評
　『「
つ
な
が
り
」
の
戦
後
文
化
誌
　
労
音
、
そ
し
て
宝
塚
、
万
博
』
長
崎
励
朗
著
／
河
出
書
房
新
社
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
四
年
三
月
二
一
日
号

「
著
述
家
と
し
て
の
建
築
家
」（
再
録
）
二
川
由
夫
編
『
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
　
読
本
』
Ａ
Ｄ
Ａ
・
エ
デ
ィ
タ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月

「
書
評
　
中
川
右
介
著
『
角
川
映
画
　
一
九
七
六
―
一
九
八
六
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
四
年
三
月
二
六
日

「
日
文
研
の
中
庭
で
想
う
こ
と
」『
日
文
研
』
五
二
号
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月

「
大
会
講
演
　
歴
史
は
、
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
る
」『
史
叢
』
第
九
〇
号
　
日
本
大
学
史
学
会
　
二
〇
一
四
年
三
月

「
現
代
の
建
築
家
・
一
八
　
篠
原
一
男
―
日
本
の
『
虚
空
』
に
魅
せ
ら
れ
て
」『G

A
 JA

PA
N

』127

　
二
〇
一
四
年
三
月

牛
村
　
圭

●
論
文

「
東
京
裁
判
を
学
び
、
そ
し
て
語
る
た
め
に
―
『
極
東
国
際
軍
事
裁
判
審
理
要
録
』
刊
行
の
快
挙
を
寿
ぐ
―
」『
正
論
』
二
〇
一
四
年
二
月
号
　
二
九
八
〜
三
〇
七
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
東
京
裁
判
研
究
史
の
な
か
の
『
パ
ル
判
決
』」『
比
較
法
制
研
究
』
第
三
六
号
　
国
士
舘
大
学
　
一
九
九
〜
二
三
六
頁

榎
本
　
渉

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　
渡
邉
誠
著
『
平
安
時
代
貿
易
管
理
制
度
史
の
研
究
』」『
社
会
経
済
史
学
』
第
七
九
巻
第
三
号
　
社
会
経
済
史
学
会
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
　
一
三
五
〜
一
三
七

頁
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「
こ
の
人
に
注
目
！
時
代
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
　
一
山
一
寧
」『
週
刊
　
新
発
見
！
日
本
の
歴
史
』
二
〇
号
　
朝
日
新
聞
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
　
七
頁

「
日
宋
貿
易
の
拠
点
だ
っ
た
貿
易
港
・
博
多
」『
週
刊
　
新
発
見
！
日
本
の
歴
史
』
二
一
号
　
朝
日
新
聞
出
版
　
二
〇
一
三
年
年
一
一
月
　
二
四
頁

「
地
図
で
見
る
明
の
支
配
と
東
ア
ジ
ア
の
交
易
」『
週
刊
　
新
発
見
！
日
本
の
歴
史
』
二
五
号
　
朝
日
新
聞
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
二
六
〜
二
七
頁

大
塚
英
志

●
著
書

『
多
重
人
格
探
偵
サ
イ
コ
』
一
九
巻
（
田
島
昭
宇
と
共
著
）
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
一
八
〇
頁

『
黒
鷺
死
体
宅
配
便
』
一
八
巻
（
山
崎
峰
水
と
共
著
）
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
一
九
二
頁

『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
の
作
り
方
』
星
海
社
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
三
五
二
頁

『
ス
ト
ー
リ
ー
メ
ー
カ
ー
　
創
作
の
た
め
の
物
語
論
』
星
海
社
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
三
〇
二
頁

『
ヨ
ヨ
と
ネ
ネ
と
か
い
じ
ゅ
う
の
タ
ネ
』（
ひ
ら
り
ん
と
共
著
）
徳
間
書
店
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
四
二
頁

『
と
で
ん
か
』
七
巻
（
樹
生
ナ
ト
と
共
著
）
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
四
年
一
月
　
一
九
四
頁

『
松
岡
國
男
妖
怪
退
治
』
四
巻
（
山
崎
峰
水
と
共
著
）
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
四
年
一
月
　
一
九
二
頁

『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
メ
ー
カ
ー
　
６
つ
の
理
論
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
ぶ
「
つ
く
り
方
」』
星
海
社
　
二
〇
一
四
年
二
月
　
二
八
〇
頁

『
캐
릭
터 

소
설 

쓰
는 

법
』（
옮
긴
이
　
김
성
민
）
북
바
이
북
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
三
四
四
頁

『
스
토
리 

메
이
커
』（
옮
긴
이
　
선
정
우
）
북
바
이
북
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
二
七
六
頁

●
論
文

「
山
人
双
極
論

―
柳
田
國
男
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
と
社
会
政
策
論
」『at

プ
ラ
ス
18
』
太
田
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
　
五
六
〜
七
八
頁

「
神
戸
芸
術
工
科
大
学
ま
ん
が
教
育
７
年
間
の
総
括
│
│
ぼ
く
た
ち
は
ま
ん
が
を
教
え
る
大
学
で
何
を
研
究
し
た
か
│
│
」『T

O
B

IO
 

C
ritiques 

#
0

』
太
田
出
版
　

二
〇
一
四
年
三
月
　
四
〜
四
七
頁

「『
鉄
扇
公
主
』
と
『
海
の
神
兵
』
│
│
東
ア
ジ
ア
ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
向
け
て
│
│
」『T

O
B

IO
 

C
ritiques 

#
0

』
太
田
出
版
　
二
〇
一
四
年
三
月
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八
二
〜
九
五
頁

“A
n U

nholy A
lliance of E

isenstein and D
isney:T

he Fascist O
rigins of O

taku C
ulture, ”M

E
C

H
A

D
E

M
IA

 8, U
niversity of M

innesota P
ress, 2013, pp. 251

〜

277.

「Perspectives/A
n E

ssay on Patriotic B
oys:T

he Structure of E
m

peror D
iscourses as Japanese B

ildungsrom
an

」『
일
본
비
평 

제
９
호 

二
〇
一
三 

하
반
기
』

二
〇
一
三
年
　
一
六
六
〜
一
九
三
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「『
火
垂
る
の
墓
』
解
題
」『
ジ
ブ
リ
の
教
科
書
４
　
火
垂
る
の
墓
』
文
藝
春
秋
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
二
二
八
〜
二
四
六
頁

「『
魔
女
の
宅
急
便
』
解
題
」『
ジ
ブ
リ
の
教
科
書
５
　
魔
女
の
宅
急
便
』
文
藝
春
秋
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
二
八
七
〜
三
〇
八
頁

「『
お
も
ひ
で
ぽ
ろ
ぽ
ろ
』
解
題
」『
ジ
ブ
リ
の
教
科
書
６
　
お
も
ひ
で
ぽ
ろ
ぽ
ろ
』
文
藝
春
秋
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
二
八
九
〜
三
一
一
頁

「
書
評
　『
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
　
コ
ミ
ッ
ク
ス
　
ス
ペ
シ
ャ
ル
　
フ
ィ
ル
ム
　
コ
ミ
ッ
ク
　
風
立
ち
ぬ
（
上
・
下
）』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
八
号

「
書
評
　『
須
藤
遙
子
「
自
衛
隊
協
力
映
画
」』『
細
馬
宏
通
「
ミ
ッ
キ
ー
は
な
ぜ
口
笛
を
吹
く
の
か
」』『
ト
ー
マ
ス
・
ラ
マ
ー
ル
著
／
藤
木
秀
明
・
大
崎
晴
美
訳
「
ア
ニ

メ
・
マ
シ
ー
ン
　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
〇
号

「
書
評
　
宗
近
真
一
郎
『
パ
リ
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
四
年
一
月
三
一
号

「
書
評
　
師
岡
康
子
『
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
は
何
か
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
四
年
三
月
二
一
号

「
多
重
人
格
探
偵
サ
イ
コ
」（
田
島
昭
宇
と
共
著
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
号
〜
二
〇
一
四
年
四
月
号
　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
黒
鷺
死
体
宅
配
便
」（
山
崎
峰
水
と
共
著
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
号
〜
二
〇
一
四
年
四
月
号
　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
八
雲
百
怪
」、（
森
美
夏
と
共
著
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
号
〜
二
〇
一
四
年
四
月
号
　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
世
界
ま
ん
が
塾
」（
第
二
回
〜
第
七
回
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
号
〜
二
〇
一
四
年
四
月
号
　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
も
ど
き
開
口
　
木
島
日
記 

完
結
編
」、「
怪
物
の
民
俗
学
」
第
五
回
、「
恋
す
る
民
俗
学
者
」（
中
島
千
晴
と
共
著
）『
怪
』Vol. 0040

　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　

二
〇
一
三
年
一
一
月

「
と
で
ん
か
」（
樹
生
ナ
ト
と
共
著
）、「
松
岡
國
男
妖
怪
退
治
」（
山
崎
峰
水
と
共
著
）、「
死
舞
能
」（
谷
岡
曜
子
と
共
著
）『
コ
ミ
ッ
ク
怪
』Vol. 24

　
二
〇
一
三
年
秋
号
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株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月

「
二
階
の
住
人
と
そ
の
時
代
」（
連
載
）『
熱
風
』
二
〇
一
三
年
一
〇
月
号
〜
二
〇
一
四
年
三
月
号
　
株
式
会
社
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

郭
南
燕

●
著
書

『
世
界
の
日
本
研
究
二
〇
一
三
』（
編
著
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月

R
efining N

ature in M
odern Japanese L

iterature: T
he L

ife and A
rt of Shiga N

aoya, L
exington B

ooks, February 2014.

●
論
文

「
上
海
語
の
復
興

―
言
語
文
化
の
『
雑
多
性
』
を
考
え
る
」
木
部
暢
子
・
小
松
和
彦
・
佐
藤
洋
一
郎
編
『
ア
ジ
ア
の
人
び
と
の
自
然
観
を
た
ど
る
』
勉
誠
出
版
　

二
〇
一
三
年
一
一
月
　
一
九
三
〜
二
〇
七
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
座
談
会
２
　
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
中
国
」（
窪
田
順
平
・
佐
藤
洋
一
郎
・
村
松
伸
と
）
木
部
暢
子
・
小
松
和
彦
・
佐
藤
洋
一
郎
編
『
ア
ジ
ア
の
人
び
と
の
自
然
観
を
た

ど
る
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
　
二
八
九
〜
三
四
一
頁

笠
谷
和
比
古

●
著
書

『
武
士
道
―
侍
社
会
の
倫
理
と
文
化
―
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
　
二
〇
一
四
年
二
月
　
一
七
四
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
武
士
道
」「
赤
穂
事
件
論
」
石
田
一
良
・
石
毛
忠
編
『
日
本
思
想
史
事
典
』
東
京
堂
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月

「
近
世
の
幕
府
と
朝
廷
（
七
）
紫
衣
事
件
（
続
）」『
究
』
一
〇
月
号
（
通
巻
第
三
一
号
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月

「
近
世
の
幕
府
と
朝
廷
（
八
）
明
正
女
帝
の
即
位
」『
究
』
一
一
月
号
（
通
巻
第
三
二
号
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
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「
大
石
内
蔵
助
と
茶
の
湯
」『
な
ご
み
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
号
　
淡
交
社

「
近
世
の
幕
府
と
朝
廷
（
九
）
家
光
政
権
と
朝
幕
関
係
の
転
回
」『
究
』
一
二
月
号
（
通
巻
第
三
三
号
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
一
二
月

「
近
世
の
幕
府
と
朝
廷
（
一
〇
）
後
水
尾
天
皇
と
東
福
門
院
」『
究
』
一
月
号
（
通
巻
第
三
四
号
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
四
年
一
月

「
近
世
の
幕
府
と
朝
廷
（
一
一
）
朝
廷
官
位
と
近
世
武
家
社
会
（
一
）」『
究
』
二
月
号
（
通
巻
第
三
五
号
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
四
年
二
月

「
近
世
の
幕
府
と
朝
廷
（
一
二
）
朝
廷
官
位
と
近
世
武
家
社
会
（
二
）」『
究
』
三
月
号
（
通
巻
第
三
六
号
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
四
年
三
月

北
浦
寛
之

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
資
料
整
理
の
意
義
と
可
能
性
」『
神
戸
の
映
像
文
化
―
「
神
戸
と
映
画
」「
神
戸
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
』
神
戸
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭

実
行
委
員
会
　
二
〇
一
四
年
三
月

倉
本
一
宏

●
著
書

『
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
　
藤
原
道
長
「
御
堂
関
白
記
」
を
読
む
』
講
談
社
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
二
六
九
頁

●
論
文

「
大
王
の
朝
廷
と
推
古
朝
」『
岩
波
講
座
　
日
本
歴
史
第
二
巻
　
古
代
二
』
岩
波
書
店
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
一
〜
三
四
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
本
当
は
激
務
だ
っ
た
平
安
貴
族
」「
壬
申
の
乱
の
陰
に
『
唐
VS
新
羅
の
戦
争
』」『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
号
　
二
八
六
〜
二
八
七
頁
、
二
九
二
〜
二
九
四
頁

「
世
界
が
驚
愕
し
た
日
本
人
五
四
人
　
藤
原
道
長 

資
本
論
に
並
ん
だ
御
堂
関
白
記
」『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
四
年
新
年
特
別
号
　
三
〇
〇
〜
三
〇
三
頁
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小
松
和
彦

●
著
書

『
ア
ジ
ア
の
人
び
と
の
自
然
観
を
た
ど
る
』（
木
部
暢
子
・
佐
藤
洋
一
郎
と
共
編
）
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
一
月

●
論
文

「
カ
ミ
の
変
遷
」
苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
・
末
木
文
美
士
編
『
岩
波
講
座
　
日
本
の
思
想
第
八
巻
　
聖
な
る
も
の
へ

―
躍
動
す
る
カ
ミ
と
ホ
ト
ケ
』
岩
波
書
店
　

二
〇
一
四
年
一
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
座
談
会
１
　
東
ア
ジ
ア
海
の
文
化
と
歴
史
―
地
域
を
越
え
た
普
遍
性
と
固
有
性
」（
木
部
暢
子
・
窪
薗
晴
夫
・
佐
藤
洋
一
郎
・
中
野
孝
教
・
安
井
眞
奈
美
と
）
木
部
暢

子
・
小
松
和
彦
・
佐
藤
洋
一
郎
編
『
ア
ジ
ア
の
人
び
と
の
自
然
観
を
た
ど
る
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
一
月

「
解
説
」
高
橋
克
彦
著
『
長
人
鬼
』（
日
経
文
芸
文
庫
）
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
　
二
〇
一
四
年
一
月

「『
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
京
都
』
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
京
都
は
幻
想
の
な
か
に
あ
る
（
上
）」『
創
造
す
る
市
民
』
第
一
〇
二
号
（
公
財
）
京
都
市
生
涯
学
習
振
興
財
団
　
二
〇
一
四
年

一
月

「
序
文
」
山
ン
本
眞
樹
編
『
怪
の
壺
　
復
刻
版
：
あ
や
し
い
古
典
文
学
』
学
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
　
二
〇
一
四
年
二
月

「
日
本
の
妖
怪
観
念
の
基
層
を
考
え
る
〔
要
旨
〕」
劉
建
輝
・
佐
野
真
由
子
編
『「
日
本
研
究
」
再
考

―
北
欧
の
実
践
か
ら
―
北
欧
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
二
―
』
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月

「
研
究
所
と
し
て
の
日
文
研
」『
日
文
研
』
五
二
号
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月

佐
野
真
由
子

●
著
書

R
ethinking “Japanese Studies,” from

 P
ractices in the N

ordic R
egion, L

iu Jianhui and Sano M
ayuko eds., International R

esearch C
enter for Japanese 

Studies, 2014.
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●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
幕
末
　
初
代
駐
日
英
国
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
富
士
登
山
」『
環
―
歴
史
・
環
境
・
文
明
』Vol. 55

　
藤
原
書
店
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月

末
木
文
美
士

●
著
書

『
日
本
仏
教
入
門
』（
角
川
選
書
）　
角
川
学
芸
出
版
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
二
七
九
頁

『
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
五
　
仏
と
浄
土
』（
共
編
著
）
春
秋
社
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月

『
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
一
〇
　
大
乗
仏
教
の
ア
ジ
ア
』（
共
編
著
）
春
秋
社
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月

『
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
八
　
如
来
蔵
と
仏
性
』（
共
編
著
）
春
秋
社
　
二
〇
一
四
年
一
月

『
岩
波
講
座
　
日
本
の
思
想
』
第
三
巻
、
第
七
〜
八
巻
（
苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
と
共
編
）　
岩
波
書
店
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
、
二
〇
一
四
年
一
月
、
二
月

『
妙
貞
問
答
を
読
む

―
ハ
ビ
ア
ン
の
仏
教
批
判
』（
編
著
）　
法
蔵
館
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
四
八
七
頁

『
ブ
ッ
ダ
の
変
貌

―
交
錯
す
る
近
代
仏
教
』（
共
編
著
）　
法
蔵
館
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
四
二
六
頁

●
論
文

「
阿
弥
陀
仏
浄
土
の
誕
生
」『
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
五
　
仏
と
浄
土
』
春
秋
社
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
二
一
〇
〜
二
三
八
頁

「
大
乗
非
仏
説
論
か
ら
大
乗
仏
教
成
立
論
へ

―
近
代
日
本
の
大
乗
仏
教
言
説
」『
シ
リ
ー
ズ
大
乗
仏
教
一
〇
　
大
乗
仏
教
の
ア
ジ
ア
』
春
秋
社
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　

二
八
五
〜
三
一
一
頁

「
批
判
的
思
惟
の
有
効
性

―
マ
ル
ク
ス
主
義
と
日
本
思
想
史
」『
日
本
の
哲
学
』
第
一
四
号
　
昭
和
堂
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
九
四
〜
一
〇
九
頁

「
親
鸞
像
の
形
成

―
親
鸞
の
見
た
親
鸞
、
恵
信
尼
の
見
た
親
鸞
」『
東
方
学
報
（
京
都
）』
第
八
八
冊
　
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
二
二
一

〜
二
四
三
頁

「
儀
礼
と
創
造

―
美
・
芸
術
か
ら
儀
礼
の
場
へ
」『
岩
波
講
座
　
日
本
の
思
想
　
第
七
巻
　
儀
礼
と
創
造

―
美
と
芸
術
の
原
初
』
岩
波
書
店
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　

三
〜
二
七
頁
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「
死
者
と
時
間
に
つ
い
て
」
月
本
昭
男
先
生
退
職
記
念
献
呈
論
文
集
第
一
巻
『
世
界
の
宗
教
と
い
か
に
向
き
合
う
か
』　
聖
公
会
出
版
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
二
二
一
〜

二
三
七
頁

「
高
山
寺
所
蔵
高
麗
版
続
蔵
写
本
に
見
る
遼
代
仏
教
」『
平
成
二
五
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
』　
二
〇
一
四
年
三
月
　
三
〜
五
頁

「
田
辺
元
『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
奥
田
聖
應
先
生
頌
寿
記
念
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
佼
成
出
版
社
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
一
〇
七
七
〜
一
〇
八
五
頁

「『
妙
貞
問
答
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
妙
貞
問
答
を
読
む

―
ハ
ビ
ア
ン
の
仏
教
批
判
』
法
蔵
館
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
三
〇
三
〜
三
二
〇
頁

「
総
論
　
伝
統
と
近
代
」
末
木
文
美
士
・
林
淳
・
吉
永
進
一
・
大
谷
栄
一
編
『
ブ
ッ
ダ
の
変
貌

―
交
錯
す
る
近
代
仏
教
』
法
蔵
館
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
三
二
一
〜
三
四
五
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
近
代
と
宗
教
」（
連
載
）『
朝
日
新
聞
』（
大
阪
本
社
版
・
夕
刊
）
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
八
日
、
一
一
月
二
五
日
、
一
二
月
一
六
日
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
七
日
、
二
月

二
四
日
、
三
月
三
一
日

「
解
説
」
井
上
章
一
著
『
日
本
人
と
キ
リ
ス
ト
教
』
角
川
学
芸
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
二
二
七
〜
二
三
四
頁

「
マ
イ
ナ
ス
は
プ
ラ
ス
に
転
化
で
き
な
い
」『
児
童
心
理
』
二
〇
一
三
年
一
〇
月
号
臨
時
増
刊
　
金
子
書
房
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
九
六
〜
一
〇
二
頁

「
災
害
天
罰
論
を
再
度
考
え
る
」『
中
外
日
報
』
二
〇
一
三
年
一
〇
月
五
日
号

「
新
し
い
親
鸞
像
を
め
ざ
し
て
」『
信
道
二
〇
一
二
』（
信
道
講
座
年
間
講
義
録
）
真
宗
大
谷
派
名
古
屋
別
院
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
四
一
〜
六
三
頁

「
書
評
　
島
内
景
二
著
『
心
訳
「
鳥
の
空
音
（
そ
ら
ね
）」
―
元
禄
の
女
性
思
想
家
、
飯
塚
染
子
、
禅
に
挑
む
』（
笠
間
書
院
）」『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
一
三
年
一
一
月

二
九
日
号

「
鼎
談
『
日
蓮
思
想
の
現
代
的
意
義
』」『
中
外
日
報
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
一
日
号

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
『
死
者
と
の
関
わ
り
　
見
直
す
時
』」『
読
売
新
聞
』（
夕
刊
）
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
六
日

「
対
談
『
仏
教
の
倫
理
、
正
法
の
仏
教
史
』」『
中
外
日
報
』
二
〇
一
三
年
一
月
一
日
、
三
日
、
七
日
号

「
浄
土
と
い
う
問
題
系
」『
中
日
新
聞
』『
東
京
新
聞
』
二
〇
一
四
年
一
月
二
五
日
、
二
月
一
日
、
二
月
八
日

「
日
本
仏
教
史
の
中
の
近
代
（
講
演
記
録
）」
智
山
伝
法
院
編
・
廣
澤
隆
之
・
宮
坂
宥
洪
監
修
『
近
代
仏
教
を
問
う
』　
春
秋
社
　
二
〇
一
四
年
一
月
　
七
三
〜
八
六
頁

「
書
評
『
井
筒
俊
彦
全
集
』」『
中
外
日
報
』
二
〇
一
四
年
一
月
一
日
号
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「
書
評
　
小
山
聡
子
著
『
親
鸞
の
信
仰
と
呪
術
―
病
気
治
療
と
臨
終
行
儀
』」『
史
境
』
六
七
号
　
歴
史
人
類
学
会
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
八
八
〜
九
三
頁

「
日
本
仏
教
の
課
題
と
そ
の
可
能
性
（
講
演
記
録
）」
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
真
宗
同
朋
会
運
動
研
究
班
『
同
朋
会
運
動
の
原
像
―
体
験
告
白
と
解
説
』　
法
藏
館
　

二
〇
一
四
年
三
月
　
一
一
七
〜
一
三
五
頁

「
書
評
　
島
薗
進
『
日
本
仏
教
の
社
会
倫
理
』」『
東
方
』
二
九
　
二
三
二
〜
二
三
三
頁

瀧
井
一
博

●
著
書

Ito H
irobum

, Japan’s First P
rim

e M
inister and Father of the M

eiji C
onstitution, translated by M

anabu Takechi, R
outledge, 2014.

●
論
文

「
植
民
地
帝
国
大
学
の
エ
ー
ト
ス
―
台
北
帝
国
大
学
初
代
総
長
幣
原
坦
の
思
想
形
成
」
酒
井
哲
哉
・
松
田
利
彦
編
『
帝
国
日
本
と
植
民
地
大
学
』
ゆ
ま
に
書
房
　
二
〇
一
四
年

二
月
　
四
五
〜
七
四
頁

「
伊
藤
博
文
と
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ス
テ
ー
ツ
（U
nited 

States
）
―
ス
テ
ー
ツ
マ
ン
（Statesm

an

）
と
し
て
の
制
度
哲
学
」
戸
部
良
一
編
『
近
代
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
―
岐
路
に
立
つ
指
導
者
た
ち
』
千
倉
書
房
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
二
一
〜
四
一
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
明
治
憲
法
の
制
定
と
ド
イ
ツ
の
影
響
」
日
独
交
流
史
編
集
委
員
会
編
『
日
独
交
流
一
五
〇
年
の
軌
跡
』
雄
松
堂
書
店
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
七
〇
〜
七
六
頁

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
五
）
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
生
政
治
」『
究
』
一
一
月
号
（
通
巻
第
三
二
号
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
　
四
四
〜
四
五
頁

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
六
）『
文
の
政
治
家
』
の
実
像
」『
究
』
二
月
号
（
通
巻
第
三
五
号
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
四
年
二
月
　
四
四
〜
四
五
頁

（
書
評
）“T

he C
onstitution of Japan: A

 C
ontextual A

nalysis, by Shigenori M
atsui, H

art P
ublishing, O

xford, 2011, ”  Journal of Japanese Studies, 40:1, 2014, 

pp. 235–239.
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早
川
聞
多

●
論
文

“W
ho W

ere the A
udiences for Shunga?, ” T

he E
xhibition C

atalogue of Shunga: sex and pleasure in Japanese art, T
he B

ritish M
useum

 P
ress, O

ctober 3, 

2013, pp. 34–47.

“L
istening to the Voices in Shunga, ” T

he E
xhibition C

atalogue of Shunga: sex and pleasure in Japanese art, T
he B

ritish M
useum

 P
ress, O

ctober 3, 2013, 

pp. 162–168.

「
対
談
　
原
点
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
京
都
か
ら
春
画
を
発
信
す
る
　
早
川
聞
多
×
石
上
阿
希
」『
芸
術
新
潮
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
号
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
　
七
〇
〜

七
三
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

『
江
戸
の
春
画
を
知
り
た
い
』（
監
修
）
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月

“SH
U

N
G

A
: Ten Q

uestions and A
nsw

ers, ” translated by A
ndrew

 G
erstle, N

ichibunken M
onograph Series N

o. 14, International R
esearch C

enter for 

Japanese Studies, D
ecem

ber 2013.

パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー

●
論
文

“In M
em

oriam
? R

ethinking the Portrait Sculptures of P
rincess-A

bbesses E
nshrined in the D

harm
a H

all at Shinnyoji Tem
ple, ” R

ethinking ‘Japanese 

Studies,’ from
 P

ractices in the N
ordic R

egion, L
iu Jianhui and Sano M

ayuko eds., International R
esearch C

enter for Japanese Studies, 2014, pp. 63–73.

ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン

●
著
書

L
ust, C

om
m

erce, and C
orruption: A

n A
ccount of W

hat I H
ave Seen and H

eard, by an E
do Sam

urai, translated by M
ark Teeuw

en, K
ate W

ildm
an N

akai, 
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M
iyazaki Fum

iko, A
nne W

althall, and John B
reen, C

olum
bia U

niversity P
ress, February 2014, pp. 496.

●
論
文

“Popes, B
ishops, and W

ar C
rim

inals: R
eflections on C

atholics and Yasukuni in Post-w
ar Japan, ” reprinted in M

ichael B
athgate ed., C

ourse R
eader 10: 

“R
eligion in m

odern A
sia: Tradition, state and society,” T

he A
sia Pacific Journal; Japan Focus, 2013.

“T
he N

ation ’s Shrine: C
onflict and C

om
m

em
oration at Yasukuni, M

odern Japan ’s Shrine to the W
ar D

ead, ” R
achel Tsang and E

ric Taylor W
oods eds., 

T
he C

ultural Politics of N
ationalism

 and N
ation-building: R

itual and Perform
ance in the Forging of N

ations, R
outledge, 2014, pp. 133–150.

「
あ
ら
、
う
そ
や
う
そ
や
―
『
妙
貞
問
答
』「
神
道
の
こ
と
」
に
つ
い
て
―
」
末
木
文
美
士
編
『
妙
貞
問
答
を
読
む

―
ハ
ビ
ア
ン
の
仏
教
批
判
』（
編
著
）　
法
蔵
館
　

二
〇
一
四
年
三
月
　
四
三
九
〜
四
五
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
神
社
巡
り
：
三
ノ
宮
神
社
」『
神
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
四
七
号
　
神
道
国
際
学
会
　
二
〇
一
三
年
九
月
　
三
頁

「
伊
勢
『
遷
御
の
儀
』
首
相
参
列
の
意
味
」『
朝
日
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
三
日

「
伊
勢
神
宮
と
遷
御
の
儀
」N

ichibunken N
ew

sletter N
o. 88

　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
九
〜
一
〇
頁

“W
arriors, ” (Translation) L

ust, C
om

m
erce, and C

orruption: A
n A

ccount of W
hat I H

ave Seen and H
eard, by an E

do Sam
urai, C

olum
bia U

niversity P
ress, 

February 2014, pp. 42–94.

“Pariahs and O
outcasts ” (Translation) L

ust, C
om

m
erce, and C

orruption: A
n A

ccount of W
hat I H

ave Seen and H
eard, by an E

do Sam
urai, C

olum
bia 

U
niversity P

ress, February 2014, pp. 368–372.

「
二
〇
一
三
年
の
式
年
遷
宮
に
思
う
」『
神
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
四
八
号
　
神
道
国
際
学
会
　
二
〇
一
四
年
二
月
　
二
頁

細
川
周
平

●
著
書

『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
　
第
五
期
　
第
九
三
巻
　
南
米
へ
の
移
民
』（
編
著
）
ゆ
ま
に
書
房
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
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●
論
文

“Sketches of Silent Film
 Sound in Japan: T

heatrical Functions of B
allyhoo, O

rchestras, and K
abuki E

nsem
bles, ” D

aisuke M
iyao ed., T

he O
xford 

H
andbook of Japanese C

inem
a, O

xford, 2014, pp. 288–305.

“A
 G

lim
pse at Japanese-B

razilian L
iterature, ” E

x O
riente L

ux: Japanese C
ulture and W

e, K
ornelija Ishin and K

ayoko Yam
asaki eds., Faculty of P

hilology, 

U
niversity of B

eograd, B
eograd, 2014, pp. 100–112.

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
音
楽
評
　
大
友
良
英
＆
『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
」『
毎
日
新
聞
』（
関
西
版
・
夕
刊
）
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
六
日

「
書
評
　
油
井
正
一
著
、
行
方
均
編
著
『
ジ
ャ
ズ
昭
和
史
』」『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
五
日
号

「
日
々
是
好
音
│
│
細
川
周
平
の
音
楽
時
評
第
一
回
　
清
水
靖
晃
＋
カ
ー
ル
・
ス
ト
ー
ン
『Just B

reathing

』」『
ア
ル
テ
ス
』
二
〇
一
三
年
一
〇
月
号
　
六
八
〜
七
三
頁

「
コ
ラ
ム
　
三
沢
厚
彦
　
あ
ん
な
と
こ
に
ヤ
モ
リ
」『
中
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
五
日

「
十
七
音
の
風
景
（
三
三
）　
ブ
ラ
ジ
ル
の
十
二
月
」『
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
号
　
一
〇
四
〜
一
〇
七
頁
（『
ブ
ラ
ジ
ル
俳
文
学
』
通
巻
三
五
七
号
・

二
〇
一
四
年
二
月
号
　
二
三
〜
二
六
頁
、『
蜂
鳥
』
三
一
七
号
　
二
〇
一
四
年
一
・
二
月
号
　
三
八
〜
三
九
頁
に
再
録
）

「
コ
ン
サ
ー
ト
評
　
京
都
賞
記
念
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
セ
シ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
の
世
界
　
構
造
と
即
興
」『
毎
日
新
聞
』（
関
西
版
）
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
七
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
に
、
日
本
語
で
『
文
学
す
る
』
人
び
と
が
い
る
」『
都
市
問
題
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
号
　
公
益
財
団
法
人
後
藤
・
安
田
記
念
東
京
都

市
研
究
所
　
二
九
〜
四
二
頁
（『
ふ
ろ
ん
て
い
ら
』
四
〇
号
　
二
〇
一
三
年
三
月
号
　
三
二
〜
四
八
頁
に
再
録
）

「
書
評
　
貴
志
俊
彦
著
『
東
ア
ジ
ア
流
行
歌
ア
ワ
ー
』」『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
八
日

「
日
々
是
好
音
│
│
細
川
周
平
の
音
楽
時
評
第
二
回
　
セ
シ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
と
田
中
泯
│
│
気
の
合
う
二
人
」『
ア
ル
テ
ス
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
号
　
八
五
〜
九
二
頁

「
南
米
雄
飛
を
求
め
て
」
細
川
周
平
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
　
第
五
期
　
第
九
三
巻
　
南
米
へ
の
移
民
』
ゆ
ま
に
書
房
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　

六
五
三
〜
六
八
一
頁

「
日
々
是
好
音
│
│
細
川
周
平
の
音
楽
時
評
第
三
回
　
イ
ー
ス
ト
・
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
セ
シ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
」『
ア
ル
テ
ス
』
二
〇
一
四
年
二
月
号
　
七
一
〜
七
六
頁

「
書
評
　
ア
ン
ド
レ
・
シ
ェ
フ
ネ
ル
著
、
昼
間
賢
訳
『
始
原
の
ジ
ャ
ズ
』」『
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
研
究
』Vol. 17

　
日
本
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
学
会
　
二
〇
一
三
年
　
六
一
〜
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六
三
頁

「
報
告
　
ペ
ル
ー
と
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
移
民
史
料
館
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
」『
人
間
文
化
研
究
情
報
資
源
共
有
化
研
究
会
報
告
書
５
』
二
〇
一
四
年
三
月
　
七
九
〜
八
三
頁

「
座
談
会
　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
移
民
文
化
を
語
る
」（
川
村
湊
・
山
脇
千
賀
子
・
守
屋
貴
嗣
と
）『
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
』
一
二
号
　
日
本
国
際
文
化
学
会
　
風
行

社
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
二
〜
二
六
頁

松
田
利
彦

●
著
書

『
帝
国
日
本
と
植
民
地
大
学
』（
酒
井
哲
哉
と
共
編
著
）
ゆ
ま
に
書
房
　
二
〇
一
四
年
二
月
　
六
二
四
頁

●
論
文

「
植
民
地
大
学
比
較
史
研
究
の
可
能
性
と
課
題

―
京
城
帝
国
大
学
と
台
北
帝
国
大
学
の
比
較
を
軸
と
し
て
」「
京
城
帝
国
大
学
の
創
設
」「
あ
と
が
き
」
酒
井
哲
哉
・
松

田
利
彦
編
『
帝
国
日
本
と
植
民
地
大
学
』
ゆ
ま
に
書
房
　
二
〇
一
四
年
二
月
　
二
三
〜
四
二
頁
、
一
〇
七
〜
一
四
八
頁
、
六
一
七
〜
六
一
八
頁

「
韓
国
駐
箚
軍
参
謀
長
・
大
谷
喜
久
蔵
と
韓
国
：
大
谷
関
係
資
料
を
中
心
に
」
鄭
昞
旭
・
板
垣
竜
太
編
『
日
記
が
語
る
近
代
：
韓
国
・
日
本
・
ド
イ
ツ
の
共
同
研
究
』
同

志
社
コ
リ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
一
七
五
〜
二
〇
二
頁

「
東
亜
聯
盟
運
動
に
参
加
し
た
朝
鮮
人
―
曺
寧
柱
と
姜
永
錫
」
趙
景
達
・
原
田
敬
一
・
村
田
雄
二
郎
・
安
田
常
雄
編
『
講
座
　
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
　
第
四
巻
　
戦
争
と

向
き
合
っ
て
―
満
洲
事
変
〜
日
本
敗
戦
―
』
有
志
舎
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
三
一
〇
〜
三
二
五
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
共
同
研
究
『
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力
』」　N

ichibunken N
ew

s L
etter N

o. 88

　
二
〇
一
三
年
一
二
月
　
八
〜
九
頁

「
書
評
　
李
炯
植
著
『
朝
鮮
総
督
府
官
僚
の
統
治
構
想
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
三
年
三
月
」『
日
本
歴
史
』
二
〇
一
三
年
一
二
月
号
（
七
八
七
）　
吉
川
弘
文
館
　

一
一
七
〜
一
一
九
頁
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山
田
奨
治

●
論
文

「
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
会
の
幹
事
・
主
査
だ
っ
た
頃
―
「
じ
ん
も
ん
こ
ん
」
の
こ
と
な
ど
」『
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告
　
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究

会
報
告
』2013-C

H
-100(4)

　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
一
〜
三
頁

「
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
複
製
・
置
換
を
考
え
る
」『
カ
ル
コ
ン
美
術
対
話
委
員
会
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
「
日
米
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
未
来
〜
」
報
告
書
』
文
化
庁
　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
　
二
八
〜
三
〇
頁

劉
　
建
輝

●
著
書

『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第
四
四
集
　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
的
交
流
│
│
キ
イ
・
コ
ン
セ
プ
ト
の
再
検
討

―
』（
鈴
木
貞
美
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　

二
〇
一
三
年
一
一
月
　
四
〇
五
頁

『「
日
本
研
究
」
再
考

―
北
欧
の
実
践
か
ら
―
北
欧
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
二
―
』（
佐
野
真
由
子
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月
　

二
六
一
頁

『
日
華
学
会
関
連
高
橋
君
平
文
書
資
料
Ⅱ
』（
編
著
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
三
一
九
頁

『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
知
の
空
間
の
形
成
』（
孫
江
と
共
編
）
東
方
書
店
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
四
四
八
頁

●
論
文

「
日
中
洋
画
壇
の
架
け
橋

―
陳
抱
一
」
瀧
本
弘
之
・
戦
暁
梅
編
『
ア
ジ
ア
遊
学
一
六
八
　
近
代
中
国
美
術
の
胎
動
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
　
一
八
五
〜
一
九
五
頁

「
上
海
的
冲
击

―
汉
译
洋
书
的
日
本
传
入
与
明
治
汉
文
的
复
兴
」（
中
国
語
）
胡
令
遠
・
徐
静
波
・
龐
志
春
編
『
東
亜
文
明

―
共
振
与
更
生
』』
復
旦
大
学
出
版
社
　

二
〇
一
三
年
一
二
月
　
三
三
六
〜
三
五
四
頁

「
近
代
東
ア
ジ
ア
の
濫
觴

―
広
州
十
三
行
の
歴
史
的
意
味
」
徐
興
慶
編
『
日
本
学
研
究
叢
書
８
　
近
代
東
ア
ジ
ア
の
ア
ポ
リ
ア
』
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
　

二
〇
一
四
年
一
月
　
四
七
〜
六
六
頁
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「
も
う
一
つ
の
『
近
代
（
モ
ダ
ン
）』
ロ
ー
ド

―
一
九
世
紀
の
日
欧
交
流
に
お
け
る
広
東
、
上
海
の
役
割
」
劉
建
輝
・
佐
野
真
由
子
編
『「
日
本
研
究
」
再
考

―
北
欧

の
実
践
か
ら
―
北
欧
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
二
―
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
二
一
五
〜
二
二
八
頁

「
近
代
知
の
濫
觴

―
生
成
の
場
と
し
て
の
広
州
十
三
行
」
孫
江
・
劉
建
輝
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
知
の
空
間
の
形
成
』
東
方
書
店
　
二
〇
一
四
年
三
月
　
一
三
九
〜

一
五
七
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
日
本
学
探
見
５
　
近
代
化
支
え
た
知
の
連
帯
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
四
年
三
月
二
〇
日


